
山口県支部 

「山口県における事業承継とＭ＆Ａ」調査・研究 

 

１．山口県における事業承継の課題を抽出 

＜経営状況＞     ＜資産状況＞    ＜経営従事期間＞ 
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 経営状況が「厳しい」が 45%、

「非常に厳しい」が 12% 
 13%の企業で「3 年以内」に

事業承継が発生する 
 資産状況は「債務超過」が

20%ある  

 

 
全ての企業で必ず発生する事業承継 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
このまま推移すると事業承継の混乱と廃業の増加 

 

 

 

承継希望（79.9%） 廃 業（20.1%） 
全国調査の４倍の危機的状況 

商工会議所地域によって
大きなばらつきがある。

 以前より「息子･娘」への承 
以前より「息子・娘」への承継

が激減、承継が不安定に！ 

 36%が「事業承継の準備をし

36％が「事業承継の準備をして

いない」大半が準備不足 

 廃業理由のトップは「適切な

廃業理由のトップは「適切な後

継者が見当たらない」 

事業を承継したい相手
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２．そうならないための事業承継３本柱 
① 承継に値する企業になるための「企業価値の向上、経営の革新」を推進する。 
② 円滑な事業承継を実現するための「事業承継計画の立案と実践」を推進する。 
③ 従業員や第３者も含めた「幅広い後継者の選定やマッチング」機能を構築する。 


